
研究会活動記録

( 1990 年 4 月~ 1991年 3月)

平成2年 5月12日(土) 学校教育研究所

「学校経営と教員団体-中堅教員をどう育てるか j 青木明江(富士見市立諏訪小学校)

「保育者養成制度の歴史と課題一保育所保母養成制度を中心として-J

西山 亨(筑波大学大学院)

平成2年 7月26日(木)----28 El (土) 竹島(愛知県蒲郡市)

(自由研究発表)

「父母参加研究の課題と日本の現状J 柑IJy宰良明(筑波大学大学院)

「ソビエトにおける父母参加の拡充と当事者意識の変容J 熊谷真子(筑波大学大学院)

(課題研究「戦後教育経営学と吉本理論J)

-吉本二郎と「公教育論jについて 小松郁夫(東京電機大学)

・教師教育論 西穣司(上越教育大学)

・吉本理論における学校の位置 大西信行(東海女子大学)

・カリキュラムセンター論をめぐって 天笠茂(千葉大学)

(自由研究発表)

-生徒役割の構造 学校過程としてのく生徒化>の解明

.教師の教育行為の特質と課題

・我が国学校組織文化の全般的特質と課題

荻本香(大阪教育大学大学院)

長塚好和(上越教育大学大学院)

高橋智幸(上越教育大学大学院)

-戦後高校教育史からみた中等教育編成の原理一高校像の変容を中心lζ一

平成2年 9月1日(土)

-時間割研究からみた教育課程

・課題提起・人口変動と学校経営学

平成2年12月23日(日)

「自由学区における通学額一日本と英国との比較研究J

大脇康弘(大阪教育大学)

東京都教育会館

山崎保寿(筑波大学大学院)

天笠茂(千葉大学)

東京電機大学神田校舎

吉村彰(東京電機大学〉

. [""地域総合計画と学校一学校施設の複合化論を中心に-J 葉養正明(東京学芸大学)

-147-



平成 3年 2月108 (日)

「法良IJ化運動における教師の『力量Jと『資質 jJ 

平成3年 3月27臼(水)---29日(金) I予定)

・学校過程としての子どもの生徒化構造に関する一考察

学校教育研究所

神山知子(筑波大学大学院)

舞子(神戸市)

荻本香(大阪教育大学)

-ドイツにおける校長の資質向上と研修制度 柳津良明(筑波大学大学院)

・清水俊彦編『教育審議会の総合的研究j (多賀出版， 1989年)の批判的検討

「学校組織文化j概念の意義と展望

・教師の教育行為の意図しない結果に関する一考察

北神正行(岡山大学〉

高橋智幸(上越教育大学大学院)

長塚好和(上越教育大学大学院)

-教員の資質の構成要素としての「指導j と「研究Jの関係に関する一考察

-中学校カリキュラムの自然的領域に関する社会学的研究

一問題の所在と本研究の視座-

く大学改革の課題>

.大学設置基準の大織化と大学の自主改革iζ関する課題

.教養部改組lと関わる諸問題一千葉大学の場合一

-講義「教育経営論Jの取り組みと課題

(シンポジウム「中教審報告と高校教育改革J)

.中教審報告の特徴と背景

-地方教育行政における高校教育改革

-高校教員からみた高校教育改革案の評価

.高校像の再生と改革戦略

(課題研究「校長の 1)ーダーシップ一問題点と課題-J

.学校改善と校長織の役割

-校長像の変容と力量形成

.校長の経営認識と葛藤

・学校組織文化論からのー提言
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神山知子(筑波大学大学院)

藤谷昌宏(上越教育大学大学院)

小松郁夫〈東京電機大学)

天笠茂(千葉大学)

大西信行(東海女子大学)

榊原禎宏(大阪大学)

赤木邦充(向山県教育委員会)

西尾克明(岐阜県立瑞浪高校)

大脇康弘(大阪教育大学)

浜田博文(鳴門教育大学)

小島弘道(筑波大学)

大石勝男(帝京大学)

西穣司(上越教育大学)



大塚学校経営研究会会則

第 1条(名称)

本会は、 「大塚学校経営研究会j と称する。

第 2条(白的及び活動)

本会は、学校経営を中心に教育学全般に関する研究を目的とし、各種研究会の開催、紀要

及び各種出版物の刊行を行い、全員相互の交流を図るものとする。

第 3条(会員)

本会は、会員及び名誉会員から成る。

2. 会員は、本会の目的iζ賛同し、活動に参加を希望する者で、会員 2名の推薦をもって、入

会を認められる。

3. 名誉会員は、本会が推挙する。

第4条(組織)

本会lζ、会長・幹事・会計・紀要編集委員等を置く。その任期は2年とし、総会で選出する。

2. 総会は、原則として春季合宿において行うものとする。

第5条(研究会)

本会の研究会は、次の通りとする。

① 月例研究会:毎月 1回定期的に研究会を開催する。

② 合宿研究会:年間各期の活動を総括し、かっ新たな研究計画を策定し、会員相互の親睦

を図る。春季・夏季の 2回を原則とする。

第6条(会計)

本会の会計年度は、 4月 1日lζ始まり、翌年3月末に終わるものとする。また、会費は

3，000円とする(名誉会員を除く)。

第7条(紀要)

本会の紀要は、 「学校経営研究」と称し、年 1回毎年4月iζ刊行する。その編集規程は、

別lζ定めるものとする。
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第8条(雑員IJ)

本会の事務局は、筑波大学に置く。

2. 本会会員IJの改正は、総会において出席者の過半数の賛成により行う。

第 9条(附員IJ)

本会員IJは、昭和51年 3月1日より施行する。

2. 本会員IJは、昭和54年 4月 1日より施行する。

3. 本会員Ijは、昭和56年 4月1日より施行する。

nυ 
「
円

υ



「学校経営研究」編集規程

1. 本紀要は、大塚学校経営研究会の機関誌として年 1回発行する。

2. 本紀要は、本会会員の研究論文を掲載し、併せて、文献・資料の紹介、その他研究活動に関

連する記事を登載する。

3. 本紀要に論文を掲載しようとする会員は所定の論文投稿要領に従い、紀要編集委員会事務局

宛に送付するものとする。

4. 論文の掲載は、紀要編集委員会の合議によって決定する。

5. 掲載の場合、若干の修正を加えることがある。ただし、内容について重要な変更を加える場

合は執筆者と協議する。

6. 本紀要に掲載したものの原稿は、原則として返還しない。

7. 本紀要の編集事務についての通信は、(〒305)茨城県つくば市天王台 1 1 -1 筑波大学

教育学系、学校経営研究室気付「大塚学校経営研究会紀要編集委員会j宛とする。

「学校経営研究」論文投稿要領

1. 論文原稿は、未発表のものに限る。(ただし、口頭発表プリントの場合、乙の限りでない。)

2 編集委員会において枚数を指定するもの以外の論文原稿は、原則として、 400字績書原稿用

紙50枚以内とする。

3. 原稿に図表のある場合は、本文に換算して指定する。

4. 論文原積には必ず論文題白の欽文を付する乙と。

5. 論文投稿の申し込み期限は毎年8月末日とし、原稿提出期限は毎年10月末日とする。
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編集後記

研究紀要第16号がこのたび完成しましたのでお届けいたします。

近年，教育経営学講座がいくつかの大学に設霞され，学校経営学iζ関する講義，ゼミも開催さ

れるようになってきました。個別学校の教育と経営を問題，対象としながら，それを政策，制度，

行政，組織運営，行動，意識のレベノレで:解明し，同時に問題解決の方法を探究することに主たる

英知とエネノレギーをさ乙うとするのが学校経営学，つまり学校経営研究だと思います。しかしな

がら，他の分野と向様，研究方法論についての関心と，それについての究明は不十分であります。

そればかりか， r教育としての学校経営学」は先人の努力に比して全く不十分です。このたび，
各大学で取り組んでおられる「教育としての学校経営学Jを，乙の機会に改めてその在り方を探

ってい乙うとして rIr学校経営学J 教育j として特集を組んでみました。執筆をど快諾いただい

た方に心からお礼申し上げる次第です。

自由研究論文にも多数，投稿いただきました。研究の質的水準を高める意味で，投稿論文がす

べて採用されたのではありませんが，そうした会員は次の機会にもう一度チャレンジしていただ

きたいと思います。

「現場の諸問題」では，指導者として，管理者としての立場から貴重な経営実践報告と示唆に

富む指針を頂戴できました。これをベースに今後さらに経営実践を見直し，一層磨きあげられた

経営実践を構築されることを望みます。

本研究会の初代会長の吉本二郎先生は，昨年6月12日，呼吸不全のため東京女子医大病院で他

界されました。 74歳でした。現会長の永岡会員からは追悼文をいただきました。また吉本先生が

東京教育大学ではじめて担任された時，学生であった筆者が，先生を偲ぶ思い出を綴りました。

まだまだご指導を頂戴しなければならないのに，乙んなに早く他界された乙とは残念の極みであ

ります。会員一向，ど冥福をお祈り致します。心安らかにお休みください。

(小島弘道)
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